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Sadaya Kishimoto,y1 Hidenori Homma,y1 Ryo Yoshimura,y1
Takatoshi Sugiyamay2 and Ryo Narushimay3
Recently, computers are widely used in the ﬁeld of research and education. The demand for
problem solving environments (PSEs) has been rising. We have presented a problem-solving
support system for mathematical sciences as a meta system. And we have implemented a
problem-solving support system for mathematical sciences, “MathGUIde” as a prototype sys-
tem. The prototype system enabled users’ searching mathematical expressions, culculating
and drawing graphs with a mathematical software. These funcions of the system can be
used in mathematical education. In this paper, we present an application of problem-solving
support system for mathematical sciences in mathematical education. We also present an
application of an associative search for a special ﬁeld in mathematical education.
1. は じ め に
現在，研究や教育において計算機が広く用いられて
いる．このような中で，問題解決環境（problem solv-
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( 1 ) 問題の探索・発見
( 2 ) 問題の本質の見極め
( 3 ) 問題の数理モデル化
( 4 ) 数式の計算モデル化
( 5 ) プログラミング
( 6 ) プログラムの正当性の検証
( 7 ) 問題への適用計算

































































exGUIde では，構造文法として Box 型構造文















は，これらの Box を XML 形式で記述する．数
式 AT を Boxで表したものを表 1に示す．
ここで，XML では属性を用いて Box 構造の














































図 6 問題解決支援システム “MathGUIde” のシステム図．






















( 1 ) メタデータ空間MDS の設定
メタデータ空間生成方式については，4.2節で
示す．













メタデータ空間 MDS において合成され, 部
分空間が選択される．






















pi = (fi1; fi2; ¢ ¢ ¢ ; fin)T:
ここで iはページ数，fik は特徴語に対応した
ページ数について特徴付けた値である．特徴付











　以上から，piを用いて，[p1;p2; ¢ ¢ ¢ ;pm]T と
することによって，図 9のようなm行 n列の
初期データ行列M0 を作成する．
























































































( 1 ) キーワードの入力
( 2 ) 前方一致による書籍の索引語とのパターンマッ
チ
( 3 ) マッチした各索引語に対する意味的連想検索





























図 11 提案方式を実装した FireFox のスクリーンショット．



















































OS： Windows XP Professional
HTTP サーバ： Apache version2.2
言語： PHP version5.2.4
(クライアント)
OS： Windows XP Home Edition





































表 5 連想検索の実験結果 2.
問合せ：「2 次方程式」
順位 言葉 相関量
1 2 次方程式 0.571
2 判別式 0.570










3 2 次関数のグラフ 0.427
4 実数解 0.332
5 解の公式 0.310
5 2 次方程式の解の個数 0.310
表 7 連想検索の実験結果 4.
問合せ：「2 次方程式 解の個数」
順位 言葉 相関量












実験結果 4 においては，実験結果 2 の上位 3 件と
実験結果 3の上位 2件とで構成されている．しかしな
がら，「2 次方程式 解の個数」の 2 語となることで，












( 1 ) 利用者が操作を行うためのクライアント環境
Windows XP Professional Edition 上でWeb




































致した語は “余り”及び “余りの定理”の 2語であり，
連想された語はそれぞれ “商” 及び “剰余の定理” で
あった．これにより，“余り” のより専門的な呼び方
である “剰余”という用語を度忘れしていた場合でも
表 8 出力例：キーワード “三角” の場合の上位 20 件．
前方一致した語 連想された語
三角不等式 ベクトル方程式









表 9 実行例：キーワード “三平方” の場合．
前方一致した語 連想された語
三平方の定理 ピタゴラスの定理






OS： Windows XP Professional
HTTP サーバ： Apache version2.2
言語： PHP version5.2.4
(クライアント)
OS： Windows XP Home Edition
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